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眠りをおこす脳のしくみをさぐる 
睡眠は，人生の約 1/3 を占める重要な生体活動であるにも関わら

ず，そのメカニズムには不明な点が多く，多くの睡眠障害の治療法も

確立していない。本研究室では 

・睡眠中の動物から単一神経活動を記録し，それらに対する種々の

薬物の作用を明らかにすることによって，睡眠を司る脳内機構の解明

を目指している。 

・特に、レム睡眠中には、脈拍や血圧などを調節する自律神経系の

活動が大きく変動するが、それらの指標をもとに、レム睡眠中に見る

“夢”の発現機構の解明に挑戦している。 

・また，最近社会的に問題となっている睡眠時の無呼吸や，突発性の

睡眠発作のメカニズムについて精力的に研究を進めている 

学会活動 
日本睡眠学会評議員 

日本生理学評議員 

日本神経科学学会会員 

国際睡眠学会会員 

北米神経科学会会員 

主な研究分野 

テーマ① レム睡眠の調節機構について 

テーマ② レム睡眠中の自律神経系反応の調節について 

テーマ③ オレキシンによる睡眠調節機構について 

相談に応じられる分野,テーマ 

① 単一神経活動，脳波，その他睡眠中の諸現象の記録，解析 

② 脳波の記録，解析 

③ 睡眠，および睡眠障害のメカニズム 
④ 睡眠物質の生理的評価 

社会活動 
 

キーワード  
レム睡眠, 夢, アセチルコリン, オレキシン, 扁桃体 

主な担当科目 
システム生理学 

脳神経科学 

生体システム実験 
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左図 
レム睡眠 (PS) 中に活動上昇
するニューロンに対する種々
の薬物の作用 

 


